
新・教育の情報化
～明治大学が取り組む
教育の情報化推進を紹介～

教育の情報化推進本部　
本部長　水野勝之（商学部教授）

　
2
0
0
*
年
4
月
、
明
治
大
学
の
教

育
学
習
及
び
大
学
生
活
支
援
活
動
を
情
報

面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
学
内
各
種

組
織
や
委
員
会
を
発
展
的
に
改
組
統
合
し

て
教
育
の
情
報
化
推
進
本
部
が
発
足
し
た
。

次
の
3
つ
を
目
的
に
し
て
明
治
大
学
の

「
教
育
の
情
報
化
」の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

【
教
育
支
援
】

　
2
0
0
3
年
度
文
部
科
学
省
の
支
援

事
業
で
あ
る「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム（
特
色
G
P
）」に
採
択
さ
れ

た
の
を
機
に
、
全
国
に
先
立
っ
て
教
育
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
教
育
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム

O
h-o!M

eiji

を
構
築
し
、
明
治
大
学
で

実
用
化
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
大
学

や
学
部
の
情
報
発
信（
シ
ラ
バ
ス
、
休
講

情
報
な
ど
）、
授
業
で
使
用
す
る
資
料
の

学
生
へ
の
事
前
配
布
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト

の
提
出
な
ど
学
生
の
勉
強
や
学
生
生
活
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。

【
情
報
教
育
】 

　
明
治
大
学
の
学
部
間
共
通
で
、
全
学
生

が
受
け
ら
れ
る
情
報
科
目
は
大
変
歴
史
が

あ
る
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
概
論
」と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
そ
の
後「
情
報
基
礎
論
」「
各

種
情
報
論
」と
し
て
発
展
し
て
き
た
。年
々

変
化
す
る
情
報
を
と
り
ま
く
環
境
を
視
野

に
い
れ
つ
つ
、
的
確
な
教
育
を
学
生
に
提

供
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
し

授
業
を
提
供
し
て
き
た
。
ま
た
、
授
業
、

自
習
を
支
援
す
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
体
制
も

充
実
し
て
い
る
。
基
礎
的
情
報
科
目
に
は

基
本
的
に
2
名
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
サ
ポ

ー
ト
に
入
り
、
そ
し
て
実
習
室
・
自
習
室

に
も
経
験
豊
富
な
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
常
駐

し
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
各
校
舎
に
は
専
門
家
が
常

駐
す
る
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を
設
置
し
、
学

生
や
教
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
。

【
情
報
環
境
】

　
大
学
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
検
討
・
導
入
・

運
用
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
る
。
新
し
い

規
格
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
機
器
の
導

入
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
構
築
な
ど

を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
各
教
室

で
学
生
や
教
員
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
設
備
を
配
置
し
授
業
や
学
会
な
ど

で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
内
に
持
ち
込
ん
だ
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
も
進
め
て
お
り
、

各
教
室
で
持
ち
込
み
の
パ
ソ
コ
ン
が
使
え

る
環
境
整
備
を
行
っ
た
り
、
無
線
ラ
ン
環

境
を
整
備
し
て
学
内
で
学
生
や
教
職
員
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
個
所
を

増
や
し
て
い
る
。

1 「
双
方
向
授
業
」

　
2
0
1
0
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
マ

イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
教
授
の
授
業
を
収
録

明 学治 の大 教 育

クリッカー本体と画面表
示の様子

水野勝之

アンテナの感度を上げ
双方向の授業へ

情報メディア部
和泉メディア支援事務長
和田　格
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て
も
ら
い
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
を
高
め
て
も

ら
う
よ
う
、
i
P
a
d
の
展
示
、
電
子

書
籍
リ
ー
ダ
ー
の
展
示
貸
出
し
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
の
感
想
を
参
考
に
、
今

後
の
大
学
の
設
備
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

4 

I
T
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
学
生
の
皆
さ
ん

の
率
直
な
意
見
、
要
望
、
質
問
を
聞
く
機

会
と
し
て「
I
T
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」を
2
0
1
0
年
度
よ
り
開
催
し
て
い

ま
す
。
教
育
の
情
報
化
推
進
本
部
の
情
報

教
育
推
進
部
長
、
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

メ
デ
ィ
ア
環
境
利
用
を
支
援
す
る
職
員
が

学
生
の
皆
さ
ん
の
声
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
5
月
頃
開

催
予
定
で
す
。

　
こ
の
場
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
明
治

大
学
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
整
備
、
情
報
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
検
討
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

5 

I
T
、
メ
デ
ィ
ア
を
と
り
ま
く
環
境

整
備

こ
れ
ら
の
他
に
も
明
治
大
学
で
は
、

・
無
線
L
A
N
の
整
備

・
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
に
よ
る
I
T
環
境
活

用
支
援

に
配
布
し
た
リ
モ
コ
ン
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
ツ
ー
ル
で
す
。
6
択
ま
で
の
問
い
か

け
が
可
能
で
す
。
ク
リ
ッ
カ
ー
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
多
人
数
の
授
業
で
も
学
生
の

前
提
知
識
、
理
解
度
、
感
想
な
ど
を
即
時

に
収
集
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
表
示
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
教
員
は
学

生
の
理
解
度
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
授
業

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク

リ
ッ
カ
ー
を
き
っ
か
け
に
活
発
な
議
論
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
度
よ
り
和
泉
キ
ャ
ン
パ

ス
に
こ
の
ク
リ
ッ
カ
ー
が
1
8
0
個
配

備
さ
れ
、
様
々
な
授
業
に
お
い
て
活
用
さ

れ
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
も
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
読
者
の
中
に
は
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
体
験
さ
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
教
員
の
研
修

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
授
業
で
の
活
用

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

3 

新
し
い
デ
バ
イ
ス
に
触
れ
る

　
2
0
1
0
年
は
A
p
p
l
e
社
の

i
P
a
d
を
始
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

電
子
書
籍
リ
ー
ダ
ー
な
ど
新
し
い
デ
バ
イ

ス
が
脚
光
を
浴
び
た
年
で
し
た
。

　
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
い
ち
早
く
新
し
い
デ
バ
イ
ス
に
触
れ

し
た
テ
レ
ビ「
ハ
ー
バ
ー
ド
白
熱
教
室
」が

放
送
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
よ
び
ま
し
た
。

1
0
0
0
人
も
の
学
生
を
前
に
、
一
方

向
で
は
な
い
双
方
向
の
授
業
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
夏
に
は
東

京
大
学
で
サ
ン
デ
ル
教
授
の
特
別
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
様
子
も
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
反
響
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
い
か
に
大
学
の
授
業
に
対
し
て「
双

方
向
の
授
業
」が
望
ま
れ
て
い
る
か
を
示

す
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
の
授
業
は
一
方
的
に
事
柄
を
教
わ

る
の
で
は
な
く
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ

い
て
、
自
ら
資
料
を
集
め
、
整
理
し
、
考

察
し
、
発
表
し
、
批
評
を
受
け
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
明
治
大
学
和
泉
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の

感
受
性
の
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
を
上
げ
、
双

方
向
の
や
り
と
り
の
あ
る
授
業
を
実
現
す

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
新
し
い
教
育
方

法
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

2 

ク
リ
ッ
カ
ー
（
教
室
内
で
即
時
ア
ン

ケ
ー
ト
が
取
れ
る
）

　
ク
リ
ッ
カ
ー
と
は
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り

Education of Meiji University

メディア棟ラウンジでの iPad展示の様子ITタウンミーティングの様子
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・
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
の
契
約
に
よ
る

割
引
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
頒
布（
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
）

・
A
p
p
l
e
社
と
の
契
約
に
よ
る
ア
ッ

プ
ル
製
品
の
割
引
販
売（
ア
ッ
プ
ル
オ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
に
使
用
で
き
る
メ

デ
ィ
ア
自
習
室

・
情
報
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
質
問
を
受
け

付
け
る
情
報
ア
シ
ス
タ
ン
ト

・
映
像
資
料
を
見
る
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ

リ・
全
学
生
へ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
配
布

・
授
業
の
シ
ラ
バ
ス
、
レ
ポ
ー
ト
、
大
学

か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
ネ
ッ
ト
上
で
や

り
と
り
で
き
るO

h-o!M
eiji

シ
ス
テ
ム

な
ど
が
整
備
さ
れ
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
主

体
的
に
勉
強
を
進
め
る
た
め
の
環
境
が
整

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
し
っ
か
り
と
授

業
準
備
を
行
い
、
双
方
向
の
授
業
に
臨
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
　
和
泉
の
メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
は 

　
　http://w

w
w

.m
eiji.ac.jp/w

sys 

　
　
和
泉
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
、
い
き
な
り
質
問
で
す
‼

「
テ
レ
ビ
以
外
で
、
明
治
大
学
に
関
す
る

動
画（
映
像
）を
5
つ
以
上
見
た
こ
と
が
あ

る
人
?
」

　
今
、
手
を
挙
げ
ら
れ
た
皆
さ
ん
！
す
ば

ら
し
い
‼
著
者
は
、
手
を
挙
げ
ら
れ
な
か

っ
た
人
が
普
通
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

ま
さ
に
こ
の
瞬
間
も
、
明
治
大
学
は
、
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
！

　
今
回
は
、 　

ラ
ー
ニ
ン
グ（
メ
デ
ィ
ア
授

業
）の
実
施
、
遠
隔
教
育
、
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
・
活
用
な
ど
、
大
学
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ク
セ
ス
化
推
進
を
実
施
し

て
い
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
教
育
推
進
事
務
室
の

取
り
組
み
か
ら
2
つ
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア

ク
セ
ス
と
は
、「
誰
も
が
い
つ
で
も
自
ら

の
選
択
に
よ
り
適
切
に
学
べ
る
機
会
が
整

備
さ
れ
た
高
等
教
育
」（
文
部
科
学
省

H
P
よ
り
）の
こ
と
で
す
。

　
今
回
、
紹
介
す
る
取
り
組
み
は
、
い
ず

れ
も
、
明
治
大
学
の
目
指
す「
世
界
に
開

か
れ
た
大
学
」を
意
識
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

　
ま
ず
は
、iTunes U

 （
図
1
参
照
）で
す
。

さ
て
、iTunes U

 

と
は
な
に
か
、
皆
さ
ん

ご
存
知
で
す
か
?
　iTunes U

と
は
、

M
ac

で
有
名
な
ア
ッ
プ
ル
社
が
開
発
・

配
布
し
て
い
る
動
画
・
音
楽
の
再
生
・
管

理
ソ
フ
ト
で
、M

ac

やW
indow

s

の
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の iPhone

、

iP
od touch 

や iP
ad

等
の
モ
バ
イ
ル
端

末
で
利
用（
視
聴
）可
能
で
す
。iTunes 

U
 

は
、
そ
うiTunes 

の
大
学
専
用
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
こ
と
で
す
。iTunes U

の

U
 

は〝U
niversity

〞の〝U

〞で
す
ね
。
す

で
に
、
世
界
中
で800

以
上
の
大
学
が 

iTunes U
 

に
参
加
し
て
お
り
、
昨
年
、

iTunes U
 

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た

数
が
、
開
設
か
ら
ち
ょ
う
ど
3
年
を
超
え

て
3
億
件
を
突
破
し
た
と
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
今
、iTunes U

 

は
、
世
界
で
大

変
注
目
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
さ

ら
に
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
の
意
味

合
い
が
強
く
、
世
界
中
の
人
々
に
、
世
界

図1　iTunes U TOP図2　明治大学 iTunes U

動画の有効活用が開く
次世代大学教育への扉

教育支援部
ユビキタス教育推進事務室 
宮原俊之

明 学治 の大 教 育

宮原俊之
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ツ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
今
ま

で
明
治
大
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
世
界
中
の
人
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
生
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
新
し
い
教
育
方
法
の

一
つ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
ご
紹
介
す
る
の
が「
e
プ
レ
ゼ

ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
」で
す
！
記
念
す
べ
き

第
1
回
は
、
2
0
1
1
年
度
に
明
治
大

学
創
立
1
3
0
周
年
記
念
の
企
画
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す（
な
ん
と
上
位
副
賞
は
、

韓
国
の
大
学
へ
の
訪
問
で
す
！
）。
こ
れ

は
、「
学
生
主
導
型
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
」の

一
環
で
す
。
学
生
主
導
型
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
を
と
お
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
力

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
き
な
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
決
し
て
映
像

処
理
な
ど
の
技
術
力
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
図
3
は
、
先
日
、
協
定
校
の

韓
国
・
嶺
南
大
学
校
の
学
生
が
来
日
さ
れ
、

明
治
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
な
っ
て
制
作

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
1
コ
マ
で
す
。
全
く

知
識
が
な
く
て
も
、
1
日
で
こ
の
よ
う
な

コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
を
行
う
こ
と
が
可
能

で
す
。
大
学
と
し
て
、
学
生
主
導
型
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
を
実
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

各
国
の
一
流
大
学
の
授
業
を
学
ぶ
機
会
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、

配
信
コ
ン
テ
ン
ツ
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

し
か
も
、iTunes U

に
は
希
望
し
た
大

学
が
簡
単
に
参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
ア
ッ
プ
ル
社
が
行
う
、
配
信
コ

ン
テ
ン
ツ
の
教
育
的
な
質
、
サ
ー
ビ
ス
開

始
後
の
継
続
的
な
運
営
な
ど
に
つ
い
て
の

審
査
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日

本
で
は
、
2
0
1
0
年
8
月
25
日
に
、

明
治
大
学
と
東
京
大
学
、
慶
應
大
学
、
早

稲
田
大
学
の
4
大
学
が
初
め
て
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
明
治
大
学
で
は
、
図
2
の
と
お

り
、
通
常
の
講
義
に
加
え
て
、
著
名
な
方

の
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
学
生
生
活
に
ま
つ
わ
る
こ
と（
学

生
制
作
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
）、
大
学
案
内
の
ほ
か
、iTunes U

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
と
し
て「
卒
業
生
の
足

跡
」な
ど
、
3
0
0
を
超
え
る
コ
ン
テ
ン

導
入
を
行
い（
図
4
参
照
）、
定
期
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
説
明
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
皆
さ
ん
が
、
新
し
い
情
報
技
術
を

活
用
し
て
、
新
し
い
教
育
方
法
で
学
習
し
、

一
層
の
学
習
効
果
が
で
る
よ
う
、
支
援
し

続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
図
5
の
よ
う

に
部
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ゼ
ミ
な
ど

で
の
利
用
もW

elcom
e!!

　
是
非
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
有
効
に
活
用
し
、
新
し

い
自
分
の
能
力
の
開
拓
な
ど
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
き
っ
と
こ
こ
で
鍛
え
た
デ
ザ
イ

ン
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
は
、
就

職
活
動
に
も
社
会
に
出
た
あ
と
に
も
役
立

つ
は
ず
で
す
！

　
明
治
大
学
は
、
I
C
T
活
用
の
分
野

で
も
進
化
し
続
け
ま
す
！
！

図3　学生制作コンテンツ一例図5　自転車部の動画ニュース 図4　学生主導型コンテンツ制作システム

【関係リンク】

★明治大学 iTunes U

http://www.meiji.ac.jp/ubiq/itunesu/index.html

★明治大学 iTunes U Twitter （更新情報をお伝えしています）

http://twitter.com/itunesumeiji

★明治大学ユビキタス教育

http://www.meiji.ac.jp/ubiq/

★eプレゼン・コンテスト（明治大学創立130周年記念企画）

http://www.meiji130.jp/project/section/commemoration#e_pre
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